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【想定している主な事例】

国年保険料納付 国年保険料免除 厚年保険料納付 国年保険料免除

障害発生＝障害基礎年金受給開始

※　障害基礎年金受給期間は、国年保険料は法定免除　
　→　この期間に係る老齢基礎年金額は国庫負担分のみ

【65歳時点での年金】

現行 65歳時点で、　　　　　　　　又は　　　　　　　　　を選択（１・２階は同一事由が原則）

老齢基礎年金

老齢厚生年金

障害基礎年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金 短い就労期間、低賃金の場合では低額になる

法定免除期間などがあれば低額になる

障害基礎年金
１級の障害基礎年金：老齢基礎年金の満額の25％増

２級の障害基礎年金：老齢基礎年金の満額

障害基礎年金の
みの額の方が高
くなり、障害基
礎年金のみを選
択するケースが
多い。

　　○障害を持ちながら自ら働いて保険料を納付したことが年金給付に反映されにくい

改正後 ◎障害を有しながら働いたことが評価される仕組みとする。

→　障害基礎年金と老齢厚生年金の組み合わせの選択を認める。
障害基礎年金

老齢厚生年金

20歳 60歳
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